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◆　　　　　離れて暮らす大切な人へ

　　　　　〜更別村のふるさと納税〜　　Ｐ ２〜５

◆　村職員の構成や給与をお知らせします　　　　Ｐ 6 〜 7

◆ さらべつスーパーシティフォーラム 2020　 Ｐ 8

◆ 村のわだい　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ 10 〜 11

◆ 村からのお知らせ　　　　　　　　　　     Ｐ 12 〜 13

10月26日、更別幼稚園の園
庭で立派に育ったさつまいもが焼
きいもとして振る舞われました。
ほかほかのいもを半分に割る

と良い香りが漂い、早速かぶりつ
いた園児たちは「甘い！」と満面
の笑顔でした。



日
本
で
は
、
多
く
の
若
者
が
進
学
や
就
職

を
機
に
地
方
か
ら
都
市
へ
と
出
て
い
き
ま
す
。

　
村
で
生
ま
れ
、
義
務
教
育
を
は
じ
め
と
し

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
進
学
や
就
職
で
他
の
自
治
体
に
生

活
の
場
を
移
す
と
、
納
税
す
る
場
所
は
村
で

は
な
く
他
の
自
治
体
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

他
の
自
治
体
だ
け
で
は
な
く
故
郷
に
も
納
税

で
き
る
よ
う
に
と
い
う
考
え
の
中
、
現
在
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
返
礼
品
の
競
争
が
激
化
し
、
度
々

テ
レ
ビ
な
ど
で
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

村
で
は
適
正
な
範
囲
で
村
の
特
産
品
を
記
念

品
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
は
貴
重
な

財
源
に
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
村
の
特
産

品
を
贈
る
こ
と
で
生
産
者
の
消
費
に
も
つ
な

が
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

村
で
は

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
取
り
入
れ
︑

全
国
各
地
か
ら

た
く
さ
ん
の
応
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
は
︑

ま
ち
づ
く
り
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

活
用
し
て
い
ま
す
︒

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
寄
付
を
し
た
合
計

金
額
か
ら
２
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額
が

所
得
税
と
住
民
税
の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。年
末
調
整
を
し
て
確
定
申
告
を
行
う
と
、

寄
付
を
し
た
年
の
所
得
税
か
ら
還
付
さ
れ
、

翌
年
度
の
住
民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
控
除
さ
れ
る
額
に
は
上
限
が
あ
り
、
給

与
収
入（
年
収
）
や
家
族
構
成
で
異
な
る
た

め
、
一
人
ひ
と
り
が
実
質
負
担
２
０
０
０
円

で
寄
付
で
き
る
年
間
上
限
額
を
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得
者

な
ど
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
先
が
５
自
治
体

以
内
の
場
合
に
限
り
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
す

る
こ
と
で
確
定
申
告
せ
ず
に
控
除
が
受
け
ら

れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
所
得

税
の
還
付
は
行
わ
れ
ず
、
控
除
額
の
全
額
が

翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
込
み
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
通
じ
て
申
し
込
む
方
法
と
、
専
用

の
申
込
書
を
提
出
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
に
加
え
て
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
「
さ
と
ふ
る
」
と
「
楽
天
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
追
加
し
、
３
つ
の
サ
イ
ト
か
ら

申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税

　
村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け
皿
と
し

て
「
さ
ら
べ
つ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」
で

村
内
外
か
ら
の
寄
付
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
わ
れ
る
村
外
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
は
、
令
和
元
年

度
の
４
３
６
件
、
７
９
１
万
５
０
０
０
円

に
対
し
て
、
今
年
度
は
10
月
ま
で
の
７
か

月
で
す
で
に
前
年
度
を
上
回
る
５
０
６
件
、

８
０
８
万
１
０
０
０
円
の
寄
付
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
金
額
で
推
移
す
る
と
、
過

去
最
高
の
寄
付
金
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

村
の

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
額

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　
　
申
し
込
み
方
法

村ホームページのふるさと納税コーナー

離
れ
て
暮
ら
す
大
切
な
人
へ

~
更
別
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
~

ふるさと納税(寄付)を行う方が、年末
調整を行い、社会保険料控除(①、②とも
に給与収入の15％と仮定)と配偶者控除(②
のみ)のほかに控除を受けていない場合。
①給与収入が300万円で、独身の方。
　➡２万 8000 円
②給与収入が500万円で、配偶者に収入
　がなく、高校生の子１人がいる方。
　➡４万円

全額控除される
ふるさと納税年間上限額の一例

前年度と今年度の累計寄付金額の比較

Ｒ２(※10月21日現在)
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②
専
用
の
申
込
書
で
申
し
込
み

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
総

　
務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る

　
こ
と
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
申
込
書

　
は
、
総
務
課
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
村

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　
こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
ア
ク

　
セ
ス
し
て
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
左
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、

　
各
サ
イ
ト
の
村
の
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま

　
す（
※
別
途
通
信
料
が
発
生
し
ま
す
）。

ふるさとチョイス

さとふる

楽天ふるさと納税
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●問い合せ　総務課庶務係　☎ 52-2111

　村外にお住まいで、１万円以上の寄付をいただいた方へ村の特産品をお贈りしています。ふるさとチョイスが
29品、さとふるが７品、楽天ふるさと納税が21品の中から選択でき、農産品や加工品など村を代表する特産品が
多数掲載されています (※申込書を提出し特産品を希望する方には、お贈りするカタログの中から選択できます )。

選べる特産品の一例を紹介します

みなさんへお願い

生産者からのメッセージ

ＪＡさらべつ
　更別産メークイン 

寄付金額１万円以上
　さらべつ産ドライフルーツ(すもも)とパン・チーズのセット

パン舎寄付金額１万円以上

寄付金額２万円以上 十勝スピードウェイ
サーキット体験走行

マルマサ精肉店
　ふるさとの味　極上ジンギスカン２kg

寄付金額１万5000円以上

コタニアグリ
　菜の花セット　オイル & ハチミツ

寄付金額１万円以上 さらべつ産業振興公社
　どんぐりのむらポテトチップス

寄付金額１万円以上

　返礼品として寄付をいただいたみなさんにお贈りしている村の特産品を生産している方の想いを聞きました。

お菓子のニシヤマ　　今井　良幸さん

　すももチーズケーキと
　スイーツセット
　寄付金額１万円以上

　
　
　
勝
に
は
農
産
物
を
は
じ
め
美
味
し
い
も
の
が
た

　
　
　
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
す
も
も
と

い
え
ば
更
別
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
想
い
で
作
り
ま
し
た
。

　
す
も
も
の
酸
味
と
チ
ー
ズ
は
相
性
が
良
く
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鮮
度
を
保

ち
、
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
急
速
冷
凍

を
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
身
と
同
様
に
商

品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
が
更
別
村
を
知
り
、
良
い
ま
ち

と
思
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

十

さらべつチーズ工房　　野矢　譲司さん
　
　
　
ー
ズ
作
り
の
き
っ
か
け
は
、
ふ
る
さ
と
館
で
受

　
　
　
講
し
た
チ
ー
ズ
講
座
で
す
。
村
の
気
候
は
チ
ー

ズ
の
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
似
て
い
て
、
チ
ー
ズ
作
り
に

適
し
た
環
境
と
い
え
ま
す
。
こ
の
環
境
が
あ
っ
て
、
美

味
し
い
も
の
が
送
り
出
せ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
乳
は
村
内
で
し
ぼ
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
、
ス
モ
ー

ク
用
の
木
材
も
十
勝
産
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。　

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

く
こ
と
が
あ
り
、
日
頃
の
チ
ー
ズ
作
り
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
手
に
取
っ
て
味
わ
う
こ
と
で
更
別
村
の
雰
囲
気

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。　チーズセット

　寄付金額２万円以上
※数量限定

チ

　更別村の魅力が全国に広がるよう、村外にお住まいの家族や親せき、知人など、離れて暮らすみなさんの大切な
方へふるさと納税制度をご紹介ください。活力ある村の発展に向け、みなさんのご支援、ご協力をお願いします。
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●問い合せ　総務課庶務係　☎ 52-2111

　村職員の給与は、国や道の制度に準じ、地方自治法と地方公務員法に基づき、村議会での議決を経て定められて
います。みなさんにより一層のご理解をいただくため、令和２年４月１日現在の職員数や給与などの概要をお知ら
せします。

区　分 内　容

扶養手当
子ども　　　　　　　　　１万円
配偶者・その他の扶養親族　6500円
※ 15歳～ 22歳の子ども+5000 円

住居手当
借家　　　　　２万 3,000 円上限
持ち家 (村内に限る ) １万 5000 円
※購入から５年間　 　 +2500円

管理職手当 課長職　　　　　 給料月額の１０%
課長補佐職　　　 給料月額の８%

通勤手当
通勤距離が片道２km以上の場合
◆交通機関利用最高 5万 5000円
◆自動車利用
　距離に応じて最高 3万 1600円

寒冷地手当

扶養親族のある世帯主２万 6380 円
扶養親族のない世帯主１万 4580 円
その他　　　　　  １万 340 円
※11月～３月まで支給

区　分 内　容

時間外勤務手当
休日勤務手当

勤務１時間当たりの給料額に
35/100 ～ 175/100 を乗じた額

夜勤手当 勤務１時間当たりの給料額に
25/100 を乗じた額

夜間看護手当

◆勤務時間が深夜すべてにわたる
　場合
　１回につき 6800円
◆深夜の勤務が４時間以上の場合
　１回につき 3300円
◆深夜の勤務が２時間以上４時間
　未満の場合
　１回につき 2900円
◆深夜の勤務が２時間未満の場合
　１回につき 2000円
※深夜：22時00分～翌５時00分

各種手当の状況

給与の状況

学　歴 初任給 前年比

大学卒 18万 2200円 +1500 円

短大卒 16万  100 円 +1800 円

高校卒 15万  600 円 +2000 円

◆初任給 ( 令和２年４月１日現在 )

区　分 内　容

期末手当 (給料月額 +扶養手当月額)の 2.60 か月分
以内

勤勉手当 (給料月額 +扶養手当月額)の 1.90 か月分
以内

◆期末・勤勉手当 ( 令和２年４月１日現在 )

区　分 月　額 前年比

給料

村　長 69万円 ±0円

副村長 59万 6000円 ±0円

教育長 53万 6000円 ±0円

報酬

議　長 25万 8000円 ±0円

副議長 20万 3000円 ±0円

委員長 18万 1000円 ±0円

議　員 16万 2000円 ±0円

◆特別職の給料など( 令和２年４月１日現在 )

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 20.45 月分 25.56 月分

25年 29.15 月分 34.58 月分

35年 41.33 月分 49.59 月分

最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

◆退職手当 ( 令和２年４月１日現在 )

年度 平均給料月額 平均年齢

R2 31万 3082円 41歳５月

R1 30万 6945円 40歳５月

◆給料・年齢の平均 ( 各年度４月１日現在 )

年度 歳出総額
(A)

人件費総額
(B)

人件費比率
(B/A)

R1 54億8652万5000円 ６億5894万7000円 12.01%

H30 46億8844万5000円 ６億4774万1000円 13.82%

◆人件費　　　　　　　　　　　　　   

※人件費には、退職者に支給される退職金や議員の報酬
　なども含まれます。

職員の状況
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◆年齢別職員構成 ( 令和２年４月１日現在 )
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◆役職別職員構成 ( 令和２年４月１日現在 )

年度 大学卒 短大卒 高校卒 合　計

R2 ０人 ０人 ０人 ０人

R1 ２人 ２人 ０人 ４人

◆採用状況

年度 定年退職 勧奨退職 その他 合　計

R1 ０人 ０人 １人 １人

H30 １人 ０人 １人 ２人

◆退職状況

◆職員数の状況 ( 令和２年４月１日現在 )

※国の制度改正に伴い準職員が会計年度任用職員となったため、
　今年度より計上する人数を正職員のみに変更しております。

村 職 員 の を与給や成構
すましせら知お
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更別小学校　４年

原
はら

里
り な

菜さん

更別小学校　５年

角
かくげん

玄 如
ゆき

菜
な

さん

更別小学校　２年

服
はっとり

部 岳
たける

さん

上更別小学校　５年

本
ほん

多
だ

留
る き な

樹菜さん

更別中央中学校　１年

安
やすむら

村龍
りゅう

之
の

介
すけ

さん

更別中央中学校　２年

木
き

本
もと

優
ゆ う

羽さん

　９月７日 ( 月 )、村生活安全推進協議会
主催の令和２年度交通安全・防犯標語コン
クール審査会が開催されました。村内の小・
中学生に標語を募集。悲惨な事故や犯罪が
起こらないようにと願いが込められた多く
の作品が、子どもたちから届けられました。

　応募総数 238 点の中から入選６作品が
選出。入選作品を掲示した啓発看板が、
10月 15日から国道 236号や旧広尾道路
といった比較的交通量が多く、ドライバー
や歩行者の目に止まりやすい村内３か所の
看板広告塔に設置されました。

子どもたちが呼びかけるように、
日頃から安全運転を心がけるととも
に、防犯意識を高め犯罪を寄せ付け
ない地域づくりをしましょう。
●問い合せ
　村生活安全推進協議会事務局
　(住民生活課住民活動係 )

☎ 52-2112

お願い

さ
ら
べ
つ
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０

10
月
24
日
（
土
）、ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
に
関
す
る
取
り
組
み
を
広
く
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
館
で
「
さ

ら
べ
つ
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
０
」
を
開
催
し
、
村
内
外
か
ら

２
３
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
元
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
の
片
山
さ
つ
き
参
議
院
議
員
と

東
京
大
学
の
平
藤
雅
之
特
任
教
授
を
招

い
た
講
演
の
ほ
か
、
最
先
端
技
術
を
体

験
で
き
る
展
示
ブ
ー
ス
で
構
成
。

　
は
じ
め
に
行
わ
れ
た
平
藤
特
任
教
授

の
基
調
講
演
で
は
「
未
来
の
農
業
と
新

し
い
生
活
様
式
〜
ス
マ
ー
ト
農
業
最
前

近
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

スマート農業について解説する平藤特任教授

線
か
ら
の
提
言
〜
」
と
題
し
て
、
新
品

種
開
発
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
状
を

研
究
を
も
と
に
紹
介
。
デ
ー
タ
の
収
集

と
活
用
に
よ
る
未
来
の
農
業
の
展
望
を

解
説
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
く
片
山
参
議
院
議
員
の
特
別
講
演

で
は
、「
地
方
創
生
と
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
情
報
通
信
技

術
が
進
展
す
る
こ
と
で
２
０
３
０
年
の

暮
ら
し
が
ど
の
よ
う
に
安
全
で
便
利
な

も
の
に
な
る
の
か
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
遠

隔
医
療
や
観
光
、
防
災
の
観
点
か
ら

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
紹
介
し
て
い

ま
し
た
。

スーパーシティ構想を語る片山参議院議員

来場者の関心を集めた最先端技術展示ブース

　さまざまな生活分野の情報 ( データ ) を横
断的に収集・整理し提供する「データ連携基
盤」を軸に、サービスを行うことで福祉や利
便性の向上を図る取り組みです。医療や教育、
防災など生活全般にまたがる課題に対して、
情報の連携やＡＩ ( 人工知能 ) の活用などに
加え、住民のみなさんに参加いただき、みな
さんの目線で未来社会の実現を目指します。

スーパーシティとは？

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
は

「
人
権
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国

各
地
で
啓
発
活
動
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
村
で
は
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
問
題
や
隣
近
所
の
も
め
ご
と
や

い
じ
め
・
差
別
な
ど
の
人
権
に
関
す
る
悩
み

を
村
内
在
住
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し

ま
す
。

　
当
日
会
場
で
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
事
前

予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
は
無

料
で
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

12/８●
日
時

12
月
８
日︵
火
︶

13
時
30
分
~
15
時
30
分

●
場
所

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

●
問
い
合
せ　

　
住
民
生
活
課
住
民
活
動
係

☎
52
・
２
１
１
２

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp
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10各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

11 各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

　村営牧場で退牧が行われ、牛たちが飼養農家のも
とへ帰っていきました。
牧場では５月から受け入れを始め、村内の農家24
戸から合計で249頭が入牧。どの牛も概ね順調に成
長し、入牧から５か月で平均85kg 増加しました。
　この日はパドックに農協や役場の職員を配置し、
８時30分から作業開始。牛たちを追い込んで、１頭
１頭トラックに載せていきます。大きく成長した牛
たちは元気に牧場を後にしました。

　村内の各事業所で２日間、更別中央中学校の２年
生の職業体験が行われました。
　更別消防署では、酢谷聖也さんが防火衣の着用や
放水作業、体力づくりメニューなどを体験しました。
　以前から消防の仕事に興味があったという酢谷さ
んは、体験を通しての感想を「実際に体験してみて
さまざまな動作が組み合わさっていることがわか
り、仕事へのイメージがより具体的になりました」
と話し、充実感をにじませていました。

夢に向かって
中学生が職業体験

ひと夏で大きく成長

村営牧場で退牧作業
鳥のさえずりに耳を澄ませば
野鳥を学ぶ、川沿い散歩

ぺろりと完食。美味しいね！
ふるさと給食

認定こども園上更別幼稚園で、村内で生産された
農産物などを使ったふるさと給食が提供されました。
この日のメニューは、さらべつ大収穫祭で振る舞

われる大鍋を参考に、アレンジを加えて作られた塩
ちゃんこ鍋風うどん。麺はさらべつさんうどんの生
麺を使用したほか、たっぷりの野菜も村内で収穫さ
れたものが使われました。
　園児たちは笑顔で次々と口に運び、おかわりをす
る子どもも。あっという間に完食していました。

　地域おこし協力隊員が企画したどんぐりの村で自
然を学ぶシリーズの「野鳥を学ぶ、川沿い散歩」が
開かれました。
　村内外から 10名が参加し、鳥のさえずりに耳を
澄ませながら、自然ガイド斎藤彦馬さんの案内で猿
別川沿いの小道を散策。斎藤さんがガイディングレ
シーバーを使って鳥の特徴などを解説し、参加した
みなさんは、イヤホンで解説を聞きながら、双眼鏡
を使って鳥の姿を観察していました。

10/28

新たな技術の可能性を確認
ドローンの自動航行実演会

　スマート農業の技術検証を進める「村 ICT 農業利
活用協議会」(若園則明会長 )が、北更別区でドロー
ンの自動航行の実演会を開催しました。
　実演では、国内最大級の農薬散布用ドローンを
使って全自動モードなど４種類の航行を行い、薬剤
に見立てた水をほ場に散布しました。
　様子を見守った農業者の方は「雨の後などで畑の
条件が悪くトラクターが入れないほ場に活用できそ
うです」と話していました。

トリックオアトリート！
夢ん子ハロウィン

　農村環境改善センターで夢ん子ハロウィンが開催
され、子どもたちと保護者 35名が参加しました。
　子どもたちの中にはハロウィンにちなんだ仮装を
した子もみられ、会場に入るとはじめにビンに入っ
たあめ玉の数を当てるゲームに挑戦。中身を見て、
真剣な様子で個数を予想していました。また、国際
交流員のキャッツァー虎南さんが英語の絵本の読み
聞かせを行ったり、お化け屋敷なども用意され、子
どもたちは年に１度のイベントを楽しみました。

10/24

10/25

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい
7days7days

10
月
29
日（
木
）、
老
人
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
ロ
ビ
ー
de
試

飲
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

多
世
代
が
い
き
い
き
と
輝
く

「
さ
ら
べ
つ
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

づ
く
り
の
一
環
で
、
福
祉
事
業
所

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ド
ー
ナ
ツ
と

コ
ー
ヒ
ー
の
提
供
や
尺
八
演
奏
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
方
た
ち

は
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

企
画
し
た
生
涯
活
躍
の
ま
ち

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
石
井
優
子

さ
ん
は
「
予
想
以
上
の
反
応
で
嬉

し
い
で
す
。
今
後
の
励
み
に
な
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

10/15
　   ・1610/19

10/21
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12各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　☎ 52 − 2117　　gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

13 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

て
、「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」や「
ち

い
き
の
ほ
っ
と
す
る
暮
ら
し
と
う

つ
く
し
い
未
来
の
た
め
ぜ
ん
い
ん

が
い
ま
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
、
集
中
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
広
報

広
聴
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国

税
庁
の
取
り
組
み
を
ド
ラ
マ
仕
立

て
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
S
N
S

に
よ
る
各
種
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.nta.go.jp

帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　
☎
24
・
２
１
６
１

　
十
勝
総
合
振
興
局

　
地
域
政
策
課
市
町
村
係

　
　
　
　
　
　
☎
27
・
８
５
２
３

　
固
定
資
産
税
第
３
期
と
国
民
健

康
保
険
税
第
５
期
の
納
期
限
は
、

11
月
30
日（
月
）で
す
。

　
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課

　
住
民
税
係
・
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

組
み
を
一
人
ひ
と
り
が
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

北
海
道
環
境
生
活
部

　
環
境
局
循
環
型
社
会
推
進
課

　
☎
０
１
１・２
０
４・５
１
９
６

　
タ
イ
ヤ
の
盗
難
は
、
例
年
タ
イ

ヤ
の
交
換
時
期
に
被
害
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
タ
イ
ヤ
の
保
管
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
盗
難
の
多
く
は
鍵
の
か
か
っ
て

　
い
な
い
物
置
や
車
庫
か
ら
盗
ま

　
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
鍵
を
か
け

　
ま
し
ょ
う
。

・
タ
イ
ヤ
４
本
を
ひ
と
つ
に
ま
と

　
め
て
鎖
な
ど
で
連
結
す
る
こ
と

　
で
、
盗
み
づ
ら
い
状
況
を
作
り

　
ま
し
ょ
う
。

・
野
外
に
保
管
す
る
場
合
は
、
目

　
に
つ
か
ず
簡
単
に
盗
み
出
せ
な

　
い
場
所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

・
盗
難
防
止
に
は
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

　
ト
が
有
効
で
す
。
防
犯
機
器
を

　
活
用
す
る
こ
と
で
タ
イ
ヤ
を
守

　
り
ま
し
ょ
う
。

北
海
道
環
境
生
活
部

　
く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課

　
☎
０
１
１・２
０
４・５
６
６
３

る
の
は
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
令

和
２
年
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
、
過
去
の
年
度

分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

を
行
う
と
き
に
、
領
収
書
な
ど
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
と
き
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０・０
０
３・０
０
４

　
国
税
庁
や
地
方
税
共
同
機
構
で

は
、
国
民
の
み
な
さ
ま
に
租
税
の

意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す

る
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17

日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

　
日
本
年
金
機
構
は
厚
生
労
働
省

と
協
力
し
て
11
月
を
「
ね
ん
き
ん

月
間
」
と
位
置
付
け
、
み
な
さ
ん

に
公
的
年
金
制
度
に
関
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
30
日（
い
い
み
ら

い
の
日
）は
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
や
公
的
年
金
の
受
給
見
込
額
を

確
認
し
、
老
後
の
生
活
設
計
に
思

い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
「
年
金

の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
年

金
記
録
の
確
認
や
受
給
見
込
額
の

試
算
が
で
き
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
」

な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
、

「
台
風
で
雨
漏
り
し
修
理
し
て
も

ら
っ
た
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ

た
」
な
ど
災
害
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
の
よ
う
な
と
き
は
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３

け
た
の
電
話
番
号
で
つ
な
が
る
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８（
い

や
や
！
）」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
支
援
し
ま
す
。

北
海
道
環
境
生
活
部

　
く
ら
し
安
全
局
消
費
者
安
全
課

　
☎
０
１
１・２
０
４・５
２
１
２

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
一

方
で
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
河
川
か
ら
海
に
流

れ
出
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
規
模

で
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
た
り
マ

イ
ボ
ト
ル
を
活
用
し
て
、
使
い
切

り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
で
き

る
だ
け
使
用
し
な
い
な
ど
の
取
り

税
を
考
え
る
週
間

で
あ
る
監
督
自
ら
が
撮
影
し
た
記

録
で
す
。

　
長
寿
社
会
を
迎
え
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
、
家
族
と
の
残
さ
れ
た

時
間
や
両
親
へ
の
想
い
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

12
月
５
日（
土
）

　
９
時
30
分
開
場

●
映
画
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
上
映
会

　
①
10
時
00
分
〜
11
時
50
分

　
②
13
時
00
分
〜
14
時
50
分

●
信
友
直
子
監
督
講
演
会
「
認
知

　
症
が
私
た
ち
家
族
に
く
れ
た
ギ

　
フ
ト
」　

　
15
時
00
分
〜
16
時
00
分

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
53
・
3
5
0
0

　
法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に

つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
女
性
に
対
す
る
夫

か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）や
、セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性

の
人
権
に
関
す
る
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
12
日（
木
）か
ら

11
月
18
日（
水
）ま
で
の
１
週
間

　
村
で
は
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大

規
模
自
然
災
害
か
ら
村
民
の
生

命
・
財
産
を
守
り
、
本
村
の
持
続

的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
の
「
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生

活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・

減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化
基

本
法
」
に
基
づ
く
地
域
強
靭
化
計

画
と
し
て
、「
更
別
村
強
靭
化
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
課
庶
務
係☎

52
・
2
1
1
1

　
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
連
続

講
演
会
・
映
画
上
映
会
の
第
３
回

で
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

を
上
映
し
、
映
画
の
監
督
を
招
い

て
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
映
画
は
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ

治
療
を
受
け
な
が
ら
葛
藤
を
抱
え

て
生
き
る
母
親
と
、
母
親
を
支
え

介
護
に
取
り
組
む
父
親
の
姿
を
娘

を『
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
』
と
し
て

相
談
時
間
を
延
長
し
、
土
曜
日
と

日
曜
日
も
対
応
し
ま
す
。

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

・
11
月
12
日
〜
18
日
の
平
日

　
８
時
30
分
〜
19
時
00
分

・
11
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）

　
10
時
00
分
〜
17
時
00
分

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
１
５
４
・
31
・
５
０
１
４

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

を
ご
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お

手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　
「
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
」
や
「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け

が
を
し
て
し
ま
っ
た
」、「
お
試
し

購
入
の
は
ず
が
定
期
購
入
契
約
に

な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、「
塾
や
習
い
ご
と
の
教

室
が
閉
鎖
に
な
っ
て
い
た
月
の
月

謝
を
返
金
し
て
ほ
し
い
」
や
「
感

染
予
防
な
ど
を
理
由
に
結
婚
式

場
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
と
こ
ろ
、

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

映
画
上
映
会
・
講
演
会

ね
ん
き
ん
月
間
と
年
金
の
日

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

更
別
村
強
靭
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
と
は
？

保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
！

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

タ
イ
ヤ
の
盗
難
に
注
意
！
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更別村成人式のお知らせ
　令和３年更別村成人式に出席できる方は、平成 12年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方です。
　現在更別村に住民登録がある方と、平成28年３月に更別中央中学校を卒業された方には、教育委員会から案内
状が送付されています。案内状が届いていない方で参加を希望される方は、11月20日 ( 金 ) までに教育委員会へ
ご連絡ください。

●日時
　令和３年１月10日(日)　10時00分～
※遠方から帰省する方に配慮し、「成人の日」前日に開催
　しています。
●場所
　社会福祉センター大ホール
●問い合せ
　教育委員会事務局　☎ 52-3171

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

15 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp
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児童文学・学習書ほか

え ほ ん新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ

文学・一般書

今月の展示

■一般書コーナー

　『冬の鍋料理の本』

　『あったかニットの本』

■児童書コーナー

　『おふろのえほん』

『うれ史！はずか史！

日本史』

古舘　明廣／著

日本史の中から意外な

話やほっこりする話な

どを紹介する１冊。

今月のおすすめ本

今月の読みきかせ

11 月 21 日 ( 土 )

　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『Wait』

　 ( 英語で読みきかせをします )

■『きょうのおやつはなんだろな？』

調
べ
て
み
よ
う
都
道
府
県
の

特
産
品　

お
菓
子
編

(

都
道
府
県
の

特
産
品
編
集
室)

有
毒
！
注
意
！

危
険
植
物
大
図
鑑

(

保
谷　

彰
彦)

世
界
の
ミ
ラ
イ

統
計
か
ら
見
え
て
く
る

(

井
田　

仁
康)

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
ー
プ
の
地
球　

汚
染
さ
れ
る
﹁
水
の
惑
星
﹂

(

ミ
ヒ
ル
・
ロ
ス

カ
ム
・
ア
ビ
ン
グ)

ド
グ
ル
ジ
ン　

(

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ)

は
・
は
・
は　
　

(

せ
な
け
い
こ)

な
ん
だ
ろ
う
な
ん
だ
ろ
う

(

ヨ
シ
タ
ケ

シ
ン
ス
ケ)

マ
ツ
オ
と
ま
い
に
ち

お
ま
つ
り
の
町

(

ス
ケ
ラ
ッ
コ)

か
こ
ち
ゃ
ん
は

ひ
と
り
っ
こ

(

石
津
ち
ひ
ろ)

行
っ
た
り
来
た
り
大
通
り　

(

五
味　

太
郎)

と
り
あ
え
ず

ご
め
ん
な
さ
い

(

五
味　

太
郎)

の
で
の
で
の
で　

(

五
味　

太
郎)

ス
キ
マ
ワ
ラ
シ　

(

恩
田　
　

陸)

ど
う
ぶ
つ
の
か
た
ち
練
習
帖

(

秋
草　
　

愛)

世
界
の
美
し
い
学
校

(

パ
イ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル)

か
き
が
ら　
　
　

(

小
池　

昌
代)

図
解　

身
近
に
あ
ふ
れ
る

﹁
化
学
﹂
が
３
時
間
で
わ
か
る
本

(

斎
藤　

勝
裕)

ブ
ラ
ッ
ド
＝
マ
リ
ー
は

こ
こ
に
い
た

(

フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・

バ
ッ
ク
マ
ン)

続　

夫
の
後
始
末

今
も
一
つ
屋
根
の
下
で

(

曽
野　

綾
子)

心
を
笑
顔
に
す
る　

癒
し
の

動
物
と
幸
せ
を
呼
ぶ
こ
と
ば

(

パ
イ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル)

世
界
の
祭
り
と
衣
装

(

パ
イ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル)

今
に
つ
な
が
る
日
本
史　

(

丸
山　

淳
一)

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は

月
を
見
上
げ
る

(

あ
さ
の
あ
つ
こ)

タ
ク
ジ
ョ
！　
　

(

小
野
寺
史
宜)

プ
ロ
に
教
わ
る
１
秒
で
心
を

つ
か
む
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
つ
く
り
方

(

パ
イ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル)

ト
ツ
！　
　
　
　

(

麻
生　
　

幾)

10月24日(土)、秋の図書室まつりを開催

しました。親子合わせて約30名が参加。

身近なものを使った空気の実験やパネルシ

アター上演のほか、マジックバルーンアー

ティストのがっしーさんによるバルーン

アートの実演などを行いました。

図書室まつりを開催しました

“人生100年時代”を生きるためのヒント

生涯学習講座を開催
　村教育委員会では、100年時代といわれる人生をよ
り充実させるためのきっかけづくりとして、生涯学習
講座を初めて開催しました。

　人生の節目で必要になる資金の備えについて紹介。
講師のファイナンシャルプランナー村瀬明美さんは、
資産運用の特徴やリスクを理解し自分にあった方法を
選択することが大切と解説していました。

¹⁰⁄₁₅ お金について考える

　村保健福祉課の園部いつみ管理栄養士と佐藤咲絵保
健師が、食事や運動、睡眠の面から健康に生活できる
期間をいかに伸ばすかを解説。日々の生活の中で意識
することで無理なくできることを紹介していました。

¹⁰⁄₂₂ 健康について考える

　社会教育主事の佐々木直人さんを講師に、豊か
な生き方を支える学びを、住民・行政それぞれの
視点から事例を交えて解説。グループワークでは、
参加したみなさんで趣味や関心のあることについ
て意見を交換しました。

¹⁰⁄₂₉ 学びについて考える
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山や
ま
か
ど角　

　
怜れ

い
く
ん

令
和
元
年
11
月
30
日
生

更
別
東
区

　食べることと遊ぶこと大好きな怜

です。ニコッと笑う笑顔やお姉ちゃ

んと一緒に遊ぶ姿にいつも癒されて

います。

　これからもたくさん食べて元気に

大きくなってね！

　　　　　　　　　　　智志・恵里

齋さ
い
と
う藤

睦り
く
斗と

く
ん

令
和
元
年
11
月
12
日
生

柏
町

　我が家の次男、睦斗です。お姉ちゃ

ん、お兄ちゃんと毎日大騒ぎ。

　泣き虫だけど、可愛い笑顔の持ち

主。その笑顔で沢山の人を笑顔にし

てね！大きくなーれ☆

　　　　　　　　　　　敏和・麻也

　いたずら大好き・我が家の元気印、

泰志です。

　よく食べるので日に日に顔が丸く

なって行きます。

　これからもたくさん食べて・動い

て・笑って大きくなってね☆

　　　　　　　　　　　和宗・宏恵

児こ

玉だ
ま

泰た
い

志し

く
ん

令
和
元
年
11
月
2
日
生

曙
町

池い
け

田だ

梨り

ま真
ち
ゃ
ん

令
和
元
年
11
月
7
日
生

緑
町

　池田家の長女、梨真です。いつも

叫びながら部屋中を歩き回っていま

す。たくさん遊んで元気に成長して

ね。

　　　　　　　　　　　裕太・友美

宮み
や
井い

琴こ

と都
ち
ゃ
ん

令
和
元
年
11
月
12
日
生

緑
町

　わが家の次女琴都です。ねーねが

面白いことをすると大笑い。マイ

ブームはイタズラ♥気付かれると笑

顔で対応♥琴都スマイルには敵いま

せん ^^
　いつまでも可愛い笑顔でいてね。

　　　　　　　　　　仁志・さなえ

秋
の
更
農
祭

生
徒
会
執
行
部
２
年
鳥
羽
み
す
ゞ

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
例
年
７
月
に
行
っ
て

い
た
更
農
祭
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
全
く
行
わ
な
い
の

は
寂
し
い
た
め
、
異
例
の
10
月
に
規

模
を
縮
小
し
て
校
内
の
み
で
行
い
ま

し
た
。
感
染
予
防
対
策
で
生
徒
会
執

行
部
だ
け
で
の
準
備
と
な
り
ま
し
た

が
、
３
年
生
は
進
路
活
動
が
あ
る
た

め
２
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
準
備
を

進
め
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
更
農
祭
と
は
違
う
た

め
、
ま
ず
生
徒
が
一
番
楽
し
め
る
よ

う
に
計
画
を
立
て
、
屋
台
を
作
り
ま

し
た
。
今
ま
で
に
や
っ
て
い
な
い
こ

と
を
新
た
に
考
え
、
射
的
・
型
抜
き
・

ド
リ
ン
ク
バ
ー
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
・
足
つ
ぼ
Ｐ
Ｋ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
輪

投
げ
を
準
備
し
て
、
生
徒
の
み
ん
な

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
企
画
し

ま
し
た
。
ま
た
、
屋
台
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
全
て
巡
る
と
ビ

ン
ゴ
カ
ー
ド
が
２
枚
配
ら
れ
、
最
後

に
野
菜
な
ど
生
産
物
を
景
品
に
し
た

ビ
ン
ゴ
大
会
も
行
い
ま
し
た
。
畜
産

分
会
か
ら
は
サ
ニ
ー
と
一
緒
に
写

真
を
撮
れ
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

加
工
分
会
か
ら
は
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳

と
ド
ー
ナ
ツ
の
﹁S

A
R
A

D
O

﹂
が
、

作
物
分
会
か
ら
は
ふ
か
し
芋
、
寮
か

ら
は
賄
い
さ
ん
か
ら
豚
汁
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

行
事
の
減
っ
て
し
ま
っ
た
今
年
の

学
校
生
活
で
す
が
、
更
農
祭
で
生
徒

の
み
ん
な
が
笑
っ
て
い
る
姿
を
見
る

こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

件)

に
基
づ
き
、
各
町
村
で
の
現
状
を
確

認
・
意
見
交
換
の
後
、
３
月
・
９
月
に
引

き
続
く
緊
急
の
中
央
要
請
を
11
月
９
日
に

行
う
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し

た
。
本
村
は
こ
れ
ま
で
過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
、
各
種
事
業
の
実
施
に
財
政
的
に
有

利
な
過
疎
対
策
事
業
債
が
活
用
で
き
る
な

ど
国
の
財
政
支
援
を
受
け
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
、
そ
の
活
用
な
ど
が
で
き
な
く

な
れ
ば
、
第
６
期
総
合
計
画
に
掲
げ
た
事

業
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
村
政

全
般
に
多
大
な
影
響
が
あ
る
た
め
、
村
民

の
皆
様
に
も
現
状
と
課
題
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
く
、
今
回
検
討
さ
れ
た
要
請
書
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。
村
と
し
て
も
危

機
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
過
疎
指

定
の
継
続
や
経
過
措
置
期
間
の
確
保
に
向

け
、
関
係
町
村
と
連
携
し
て
国
に
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10
月
27
日(

火)

に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
﹁
令

和
２
年
度
北
海
道
町
村
会
政
策
懇
談
会
﹂に
合
わ
せ
、

令
和
３
年
度
に
施
行
さ
れ
る
新
過
疎
法
の
制
定
に
あ

た
り
、
過
疎
地
域
の
指
定
か
ら
除
外
が
予
想
さ
れ
る

全
道
12
町
村
に
よ
る
対
策
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
過
疎
地
域
要
件(

人
口
要
件
・
財
政
力
要

過
疎
地
域
の
指
定
か
ら
除
外
が
予
想
さ
れ
る

道
内
町
村
で
対
策
会
議
を
開
催

⒉
過
疎
指
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
市
町
村

　
に
対
す
る
経
過
措
置
等
の
制
定

　

こ
れ
ま
で
過
疎
地
域
を
前
提
に
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
展
開
し
て
き
て
お
り
、

予
定
し
て
い
る
事
業
の
推
進
に
は
現
行

の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
の
で
、
次
の
と

お
り
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
。

・
過
疎
対
策
事
業
債(

ソ
フ
ト
事
業
も

　

含
む)

に
つ
い
て
、
十
分
な
経
過
措

　

置
期
間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
起

債
発
行
の
上
限
額
を
設
け
な
い
こ
と
。

・
過
疎
指
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
市
町
村

　

に
つ
い
て
は
、
今
後
に
お
い
て
も
活

　

力
あ
る
地
域
を
持
続
で
き
る
よ
う
、

　

新
た
な
財
政
支
援
策
の
構
築
を
は
じ

　

め
、
交
付
税
措
置
の
充
実
な
ど
の
地

　

方
財
政
措
置
を
図
る
こ
と
。

︵
北
海
道
13
市
町
村
連
名
︶

…
…
私
ど
も
は
、
こ
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
特
有
な
文
化
に
親
し
み
、

地
域
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

に
向
け
た
努
力
を
続
け
、
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
過

疎
地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
現
在
、
住

民
に
お
示
し
し
て
い
る
総
合
計
画
や
過
疎
計
画
に
沿

っ
て
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
の
過
疎
対
策
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
支
援
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
過

疎
対
策
法
の
制
定
等
に
あ
た
っ
て
、
次
の
事
項
に
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⒈
現
行
法
上
の
過
疎
指
定
市
町
村
に
対
す
る
国
の
支

　
援
継
続

過
疎
地
域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
過
疎
法

に
お
い
て
も
、
現
行
の
過
疎
地
域
指
定
を
引
き
続
き

対
象
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
特
に
財
政
力
指
数

が
著
し
く
低
い
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
率

の
緩
和
な
ど
の
実
態
を
踏
ま
え
た
要
件
を
追
加
す
る

こ
と
。

﹁
新
た
な
過
疎
対
策
法
に
お
け
る
過
疎
地
域
の
振
興

に
関
す
る
要
請(

一
部
抜
粋)

﹂
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総人口

3,166 人
（− 4人）

男性

1,562 人
（− 3人）

女性

1,604 人
（− 1人）

世帯数

1,336世帯
（− 1世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　858 日 (10 月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

『冬の交通安全運動』

　11月13日（金）から22日(日 )までの10日間、

冬の交通安全運動が実施されます。交通安全を

自らのことととらえ、交通ルールを守り、思い

やりのある交通マナーを実践しましょう。

【運動の重点】

・子どもや高齢者など歩行者の安全確保

・スリップ事故の防止と全席シートベルト着用

・飲酒運転の根絶

戸籍の窓口

誕生おめでとう

石
いし
山
やま
源
げん
太
た
 くん　　(若葉町）政一・絵梨

阿
あ
部
べ
柚
ゆず
月
き
 ちゃん　(更生区）誠之・明梨

菅　野　ヨシイ さん（更 生 区）88歳
渡　部　喜美惠 さん（花 園 町）88歳
宮　武　秀　郎 さん（柏　　町）88歳
村　越　祐　子 さん（更別東区）87歳
髙　橋　　昇　 さん（北更別区）85歳
横　谷　逸　子 さん（更 生 区）84歳
長谷川　美枝子 さん（若 葉 町）81歳
大　田　英　夫 さん（南更別区）77歳
髙　橋　俊　之 さん（勢 雄 区）32歳

新型コロナウイルス感染症に関する情報
洗いやマスクの着用・咳エチケット、３つの密を避けるなど引
き続き「新北海道スタイル」の実践を徹底して感染リスクの高
い場面の回避を図るほか、体調が悪い場合には外出を控えま
しょう。また、不確かな情報に惑わされて差別や偏見につなが
らないよう冷静な行動をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、丁寧な手

11
ペ
ー
ジ
の
村
の
わ
だ
い

「
野
鳥
を
学
ぶ
、
川
沿
い
散
歩
」

の
取
材
の
帰
り
道
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
親
子
を
発
見
。

　
親
鳥
が
幼
鳥
を
守
り
な
が
ら

羽
を
大
き
く
広
げ
て
飛
び
立
つ

姿
は
美
し
く
、
夢
中
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　
日
に
日
に
冷
え
込
む
よ
う
に

な
り
、
木
々
は
色
づ
き
、
収
穫

を
終
え
た
畑
で
は
落
ち
た
実
を

つ
い
ば
む
鳥
た
ち
。
秋
の
深
ま

り
を
感
じ
た
１
日
で
し
た
。

（
広
報
統
計
係　
鬼
頭
）
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